
27 2025.08

服
を
め
ぐ
る

衣
服
の
研
究
現
場
よ
り

一人一品

詩人

菅原敏



本誌について本誌について

『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団『服をめぐる』は、京都服飾文化研究財団（KCI）（KCI）が収蔵する膨大な西洋が収蔵する膨大な西洋
服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴史や文化を分かりやすくお服飾コレクションを手がかりに、服飾の歴史や文化を分かりやすくお
伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産伝えする小冊子です。文学者やアーティストからの視点、日本の伝統産
業との関わり、研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服業との関わり、研究現場からのレポートなど、さまざまな観点から服
飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここから始まります。飾の世界にアプローチします。服をめぐる旅が今、ここから始まります。

京都服飾文化研究財京都服飾文化研究財団団（（KKCCII））ととはは

京都服飾文化研究財団京都服飾文化研究財団（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）（The Kyoto Costume Institute, 略称 KCI）は、は、
西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す西洋の服飾やそれにかかわる文献資料を収集・保存し、調査・研究す
る機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立される機関として、1978年に株式会社ワコールの出捐によって設立され
ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、ました。現在、18世紀から現代までの衣装など服飾資料を約13,000点、
文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結文献資料を約20,000点収蔵。それらを多角的に調査・研究し、その結
果を国内外での展覧会果を国内外での展覧会（「LOVE ファッション（「LOVE ファッション－－私を着がえるとき」展、私を着がえるとき」展、

「ドレス・コード「ドレス・コード ??－－着る人たちのゲーム」展、「モードのジャポニスム」展着る人たちのゲーム」展、「モードのジャポニスム」展
など）など）や、研究誌や、研究誌『Fashion Talks...』『Fashion Talks...』の発行を通じて公開しています。の発行を通じて公開しています。
Website  https://www.kci.or.jp/Website  https://www.kci.or.jp/
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17701770--78年　京都服 飾文化研究財団所蔵78年　京都服 飾文化研究財団所蔵

ディドロ、ダランベール編纂ディドロ、ダランベール編纂

「服の仕立屋」「服の仕立屋」

本書は人文科学、自然科学、応用科学など諸事象における約6万項目が収録され
た百科事典です。18世紀フランスの啓蒙思想の集大成として刊行された本書は、啓
蒙思想家ドゥニ・ディドロとジャン・ル・ロン・ダランベールを中心に、モンテス
キューやルソー、ヴォルテールといった著名な哲学者も執筆に携わり、20年以上か
けて編纂されました。本巻（文字頁）17巻と図版集11巻で構成され、図版は細かく
彫られた銅版画で表現されています。これらのなかには服飾に関する項目も多く、
この頁では男性服の仕立ての様子と道具類が紹介されています。上図では、職人
たちが生地の裁断や縫製、採寸を行っている様子がうかがえます。また、下図に
は用途別のハサミ3種、針や糸、ボタンを収納する燭台付き箱が示されています。
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『百科全書、あるいは科学、技術と工芸の理論的辞書』『百科全書、あるいは科学、技術と工芸の理論的辞書』
（（Encyclopédie, ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des métiersEncyclopédie, ou Dictionnaire raisonné des sciences, des arts et des métiers）より）より
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Follow us !!

@thekyotocostumeinstitute

京都服飾文化研究財団
公式インスタグラム
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Chapte r  5Chapte r  5
「我を忘れたい」「我を忘れたい」

本展の内容は以下をご覧ください
https://www.kci.or.jp/love/highlights.html

東京オペラシティ アートギャラリー　
2025年4月16日 ～ 6月22日
高橋健治撮影

菅
原
敏
さ
ん
が
選
ん
だ
展
示

菅
原
敏
さ
ん
が
選
ん
だ
展
示

一
人
一
品菅

原
敏

B
in Sugaw

ara

詩
人 

× 
K
C
I

著
名
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
Ｋ
Ｃ
Ｉ
の
収
蔵
品
に
向
き
合
い
、

そ
の
魅
力
を
語
る
企
画
「
一
人
一
品
」。

今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、
本
誌
二
度
目
の
ご
登
場
と
な
る
詩
人
・
菅
原

敏
さ
ん
で
す
。

菅
原
敏
さ
ん
は
2
0
1
1
年
、
ア
メ
リ
カ
の
出
版
社PR

E/PO
ST

よ
り
詩
集
『
裸
で
ベ
ラ
ン
ダ
／
ウ
サ
ギ
と
女
た
ち
』
を
発
表
し
デ

ビ
ュ
ー
。
以
来
、
文
芸
誌
や
新
聞
・
雑
誌
へ
の
寄
稿
を
は
じ
め
、
毎

夜
一
編
の
詩
を
街
に
注
ぐ
ラ
ジ
オ
番
組
「at hom

e Q
U

IET
 

PO
ET

RY

」（J-W
AV

E

）
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
ほ
か
、Superfly

へ
の
歌
詞
提
供
、
国
内
外
ブ
ラ
ン
ド
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
美
術
館
で
の
展
示
、
欧
米
や
ロ
シ
ア
で
の
朗
読
公

演
な
ど
、
多
様
な
か
た
ち
で
詩
の
世
界
を
表
現
し
続
け
て
い
ま
す
。

音
楽
や
ア
ー
ト
な
ど
異
分
野
と
の
協
働
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
近
著
に
『
か
の

ひ
と 

超
訳
世
界
恋
愛
詩
集
』（
東
京
新
聞
）、『
季
節
を
脱
い
で 

ふ
た

り
は
潜
る
』（
雷
鳥
社
）、
最
新
刊
『
珈
琲
夜
船
』（
雷
鳥
社
）。

今
回
は
、
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ
ィ 

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ

た
Ｋ
Ｃ
Ｉ
の
大
規
模
展
『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン 

―
私
を
着
が

え
る
と
き
』（
2
0
2
5
年
4
月
16
日
～
6
月
22
日
）
を
訪
れ
た
際
の

印
象
を
も
と
に
、
詩
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
現

代
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
作
品
が
立
ち
並
ぶ
展

示
エ
リ
ア
に
、
特
に
強
い
印
象
を
受
け
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
菅
原
さ
ん
の
目
に
映
っ
た
そ
の
風
景
か
ら
、
い
っ
た
い
ど

の
よ
う
な
詩
が
生
ま
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「LOVE ファッション ─ 私を着がえるとき」展
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花
を
ま
と
い

獣
を
ま
と
い

鉄
を
ま
と
い

都
市
を
ま
と
い

星
々
を
ま
と
う

全
て
の
祈
り
を
人
型
に
切
り
抜
き

身
に
ま
と
う
こ
と
が
で
き
た
な
ら

重
な
る
音
と
言
葉
が
脈
を
打
ち

生
き
れ
ば
生
き
る
ほ
ど

そ
の
袖
は
血
を
通
わ
せ
る

星
の
た
め
の
型
紙

菅
原
敏
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花
々
は
草
原
で

獣
た
ち
は
森
の
奥
で

鉄
の
甲
冑
は
朽
ち
果
て
た
戦
場
で

踊
る
だ
ろ
う

や
ど
か
り
た
ち
は
海
の
底
で

星
々
は
遥
か
彼
方
で

か
す
か
に
煌
め
く
だ
ろ
う

そ
し
て
音
楽
が
終
わ
っ
た
と
き

倒
れ
伏
し
た
私
は
裸
で
目
を
覚
ま
す
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袖
を
通
す
こ
と
は
夢
を
見
る
こ
と

我
を
忘
れ
る
ほ
ど
私
に
出
会
う
こ
と

指
先
か
ら 

足
の
先
ま
で

こ
の
世
界
の
す
べ
て
を
着
た
い

一
枚
一
枚 

羽
織
る
ご
と
に

だ
ん
だ
ん
と
膨
ら
ん
で

こ
の
体
が
星
の
大
き
さ
に

な
る
ま
で
私
は

中村寛史撮影中村寛史撮影
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珍
品
奇
品
も
数
多
い
K
C
I
の
収
蔵
庫

　
　
　
　
　
　
　

—

そ
こ
は
ま
さ
に「
驚
異
の
部
屋
」。

12

チュール地に細かな刺繍が施された一対の袖。これは作りかけの服
の一部でも、後に取り外されたものでもない。れっきとしたファッション・
アイテムだ。1820年代後半から30年代にかけて、流行の女性服の袖
はもりもりと膨らんだ。袖の下にはクッション状のスリーブパットを仕
込むなどして袖がしぼむのを防いだ。しかしそれだけでは飽き足らず、
服を着装する際に袖の上からこのような袖を付けて、さらに膨らみを
強調したのだった。袖コンシャスな時代の、まさに盛りアイテム！（筒井）

オーバースリーブオーバースリーブ
素材：綿　原産地：欧州素材：綿　原産地：欧州
製作年：1830年頃製作年：1830年頃
京都服飾文化研究財団所蔵　成田舞撮影京都服飾文化研究財団所蔵　成田舞撮影

参考：『Le Mercure des Salons』誌参考：『Le Mercure des Salons』誌（1830年）（1830年）より　より　
京都服飾文化研究財団所蔵京都服飾文化研究財団所蔵
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早稲田大学教授、朝倉三枝先生早稲田大学教授、朝倉三枝先生

ジャン・デュナンの肖像ジャン・デュナンの肖像
『Vogue『Vogue（フランス版）（フランス版）』1925年5月1日号より　』1925年5月1日号より　

今
回
の「
地
産
街
道
を
行
く
」
は
、

今
回
の「
地
産
街
道
を
行
く
」
は
、1010
月月
1111
日日

よ
り
三
菱
一
号
館
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る

よ
り
三
菱
一
号
館
美
術
館
で
開
催
さ
れ
る

「
ア
ー
ル
・デ
コ
と
モ
ー
ド
―
京
都
服
飾
文
化

「
ア
ー
ル
・デ
コ
と
モ
ー
ド
―
京
都
服
飾
文
化

研
究
財
団

研
究
財
団
（（
K
C
I

K
C
I
））コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
」
展
に
関
連
し
て
、

に
」
展
に
関
連
し
て
、
1
9
2
0

1
9
2
0
〜〜
3030
年
代
年
代

の
パ
リ
で
活
躍
し
た
工
芸
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ

の
パ
リ
で
活
躍
し
た
工
芸
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ

ナ
ン
ナ
ン（（Jean D

unand, 
Jean D

unand, 

1
8
7
7

1
8
7
7
年年--

1
9
4
2

1
9
4
2

年
）
年
）
のの
K
C
I

K
C
I
所
蔵
作
品
と
そ
の
時
代
の
装

所
蔵
作
品
と
そ
の
時
代
の
装

飾
芸
術
に
つ
い
て
、早
稲
田
大
学

飾
芸
術
に
つ
い
て
、早
稲
田
大
学  

社
会
科
学

社
会
科
学

総
合
学
術
院
教
授
の
朝
倉
三
枝
先
生
に
お
話

総
合
学
術
院
教
授
の
朝
倉
三
枝
先
生
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

を
伺
い
ま
し
た
。

K
C
I
の
収
蔵
品
に
み
ら
れ
る
技
法
や
素
材
を
手
が
か
り
に
、

専
門
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
産
地
訪
問
を
行
い
ま
す
。
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ン
・
デ
ュ
ナ
ン
と
は

工
芸
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
と
は

K
C
I
　
本
日
は
、

　
本
日
は
、
1
9
2
0

1
9
2
0
年
代
を
中
心
に
、
近
現
代

年
代
を
中
心
に
、
近
現
代

フ
ラ
ン
ス
の
服
飾
と
美
術
を
ご
専
門
に
さ
れ
て
い
る
朝
倉

フ
ラ
ン
ス
の
服
飾
と
美
術
を
ご
専
門
に
さ
れ
て
い
る
朝
倉

先
生
を
お
迎
え
し
、
工
芸
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
の
活
動

先
生
を
お
迎
え
し
、
工
芸
家
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
の
活
動

を
中
心
に
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
中
心
に
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

朝
倉
　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

K
C
I
　
お
話
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
ち
ら
に
ご
用
意
し

　
お
話
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
ち
ら
に
ご
用
意
し

た
の
が
、

た
の
が
、K
C
I

K
C
I
が
所
蔵
し
て
い
る

が
所
蔵
し
て
い
る
1
9
2
5

1
9
2
5
年
頃
の
バ
ッ

年
頃
の
バ
ッ

ク
ル
や
コ
ン
パ
ク
ト
ケ
ー
ス

ク
ル
や
コ
ン
パ
ク
ト
ケ
ー
ス（
上
図
）

（
上
図
）で
す
。こ
れ
は
ジ
ャ
ン
・

で
す
。こ
れ
は
ジ
ャ
ン
・

デ
ュ
ナ
ン
が
制
作
し
た
も
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
質
感
に
は

デ
ュ
ナ
ン
が
制
作
し
た
も
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
質
感
に
は

1
9
2
0

1
9
2
0
年
代
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
美
学
が
よ
く
表
れ
て
い

年
代
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
美
学
が
よ
く
表
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
金
属
の
上
に
漆
を
塗
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
を

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
金
属
の
上
に
漆
を
塗
っ
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
を

作
っ
た
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ

作
っ
た
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

う
か
。

朝
倉
　
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
工
芸
家
で
す
が
、

　
ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
工
芸
家
で
す
が
、

も
と
も
と
は
ス
イ
ス
の
生
ま
れ
で
す
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
産
業
芸
術
学
校

も
と
も
と
は
ス
イ
ス
の
生
ま
れ
で
す
。
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
産
業
芸
術
学
校

で
学
ん
だ
の
ち
、

で
学
ん
だ
の
ち
、
1
8
9
7

1
8
9
7
年
に
パ
リ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

年
に
パ
リ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

彫
刻
家
ジ
ャ
ン
・
ダ
ン

彫
刻
家
ジ
ャ
ン
・
ダ
ン
（（Jean D

am
pt

Jean D
am

pt

））
と
い
う
人
物
に
師
事
し
ま
す
。

と
い
う
人
物
に
師
事
し
ま
す
。

K
C
I
　
初
め
は
彫
刻
を
志
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

　
初
め
は
彫
刻
を
志
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

朝
倉
　
は
い
。
た
だ
、ダ
ン
は
当
時
パ
リ
で
盛
ん
だ
っ
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

　
は
い
。
た
だ
、ダ
ン
は
当
時
パ
リ
で
盛
ん
だ
っ
た
ア
ー
ル
・
ヌ
ー

ヴ
ォ
ー
の
美
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
ラ
ー
ル
・
ダ
ン
・
ト
ゥ

ヴ
ォ
ー
の
美
学
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
ラ
ー
ル
・
ダ
ン
・
ト
ゥ
（（L’A

rt 
L’A

rt 

dans Tout
dans Tout

））」と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
建
築
家
や
画

」と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
建
築
家
や
画

家
、陶
芸
家
、彫
刻
家
な
ど
が
集
い
結
成
さ
れ
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、生

家
、陶
芸
家
、彫
刻
家
な
ど
が
集
い
結
成
さ
れ
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、生

活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、
新
し
い

活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、
新
し
い

家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

家
具
や
イ
ン
テ
リ
ア
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

K
C
I
　
な
る
ほ
ど
、
師
匠
の
ダ
ン
は
彫
刻
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
い

　
な
る
ほ
ど
、
師
匠
の
ダ
ン
は
彫
刻
に
と
ど
ま
ら
ず
、
幅
広
い

領
域
で
活
躍
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

領
域
で
活
躍
し
て
い
た
の
で
す
ね
。

朝
倉
　
は
い
。デ
ュ
ナ
ン
は
ダ
ン
の
も
と
で
学
び
、時
に
そ
の
仕
事
を
手
伝

　
は
い
。デ
ュ
ナ
ン
は
ダ
ン
の
も
と
で
学
び
、時
に
そ
の
仕
事
を
手
伝

う
な
か
で
次
第
に
装
飾
芸
術
へ
の
関
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

う
な
か
で
次
第
に
装
飾
芸
術
へ
の
関
心
を
育
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

K
C
I
　　
1919
世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

世
紀
後
半
に
起
こ
っ
た
「
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

運
動
」
は
、生
活
の
中
に
芸
術
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、多
く
の
芸
術
家
が

運
動
」
は
、生
活
の
中
に
芸
術
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、多
く
の
芸
術
家
が

参
画
し
、
や
が
て
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
い
う
大
き
な
潮
流
へ
と
つ

参
画
し
、
や
が
て
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
と
い
う
大
き
な
潮
流
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
デ
ュ
ナ
ン
も
、
ま
さ
に
そ
の
流
れ
の
中
で
若

な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
デ
ュ
ナ
ン
も
、
ま
さ
に
そ
の
流
れ
の
中
で
若

き
日
を
過
ご
し
た
の
で
す
ね
。

き
日
を
過
ご
し
た
の
で
す
ね
。

朝
倉
　
そ
う
で
す
ね
。
デ
ュ
ナ
ン
は
多
方
面
に
関
心
を
持
つ
タ
イ
プ

　
そ
う
で
す
ね
。
デ
ュ
ナ
ン
は
多
方
面
に
関
心
を
持
つ
タ
イ
プ

ジャン・デュナンジャン・デュナン
KC I 収蔵品

金属に黒や赤、金を混ぜた漆が均一に塗ら金属に黒や赤、金を混ぜた漆が均一に塗ら
れている。コンパクトケースには卵の殻を砕いれている。コンパクトケースには卵の殻を砕い
た卵殻技法が使われ、それぞれに異なる文様た卵殻技法が使われ、それぞれに異なる文様
と質感が表現されている。と質感が表現されている。

1925年頃1925年頃
京都服飾文化研究財団所蔵　成田舞撮影京都服飾文化研究財団所蔵　成田舞撮影

バックルバックル（中下）（中下）

コンパクトケースコンパクトケース（中上）（左）（右）（中上）（左）（右）
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細かく砕いた卵の殻が、小さな細かく砕いた卵の殻が、小さな
ケースに繊細かつ軽やかな雰囲ケースに繊細かつ軽やかな雰囲
気を与えている。気を与えている。

金属に漆を塗るという、デュナンならではの金属に漆を塗るという、デュナンならではの
手法で作られたコンパクトケース。なかは3つ手法で作られたコンパクトケース。なかは3つ
に仕切られており、それぞれの蓋がぴったりに仕切られており、それぞれの蓋がぴったり
と閉まる丁寧な作りになっている。と閉まる丁寧な作りになっている。

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
休
暇
で
故
郷
ス
イ
ス
に
戻
っ
た
際
に
は
、
ジ
ュ

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
休
暇
で
故
郷
ス
イ
ス
に
戻
っ
た
際
に
は
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
の
金
工
職
人
の
も
と
で
、
ベ
ル
ギ
ー
発
祥
の
伝
統
技
法
「
デ
ィ

ネ
ー
ブ
の
金
工
職
人
の
も
と
で
、
ベ
ル
ギ
ー
発
祥
の
伝
統
技
法
「
デ
ィ

ナ
ン
ド
リ
ー

ナ
ン
ド
リ
ー（（dinanderie

dinanderie

））」を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
真
鍮
を
素
材

」を
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
真
鍮
を
素
材

と
し
た
工
芸
技
術
で
、
彼
は
鍛
金
や
浮
彫
装
飾
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

と
し
た
工
芸
技
術
で
、
彼
は
鍛
金
や
浮
彫
装
飾
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
技

術
を
身
に
つ
け
て
い
き
、
金
工
作
家
と
し
て
も
活
動
を
始
め
ま
す
。

術
を
身
に
つ
け
て
い
き
、
金
工
作
家
と
し
て
も
活
動
を
始
め
ま
す
。

K
C
I
　
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た

　
先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
K
C
I

K
C
I
所
蔵
の
コ
ン
パ
ク
ト
ケ
ー
ス
類

所
蔵
の
コ
ン
パ
ク
ト
ケ
ー
ス
類

も
金
属
製
で
し
た
。ス
イ
ス
で
学
ん
だ
技
術
が
、ま
さ
に
そ
こ
に
活
か
さ

も
金
属
製
で
し
た
。ス
イ
ス
で
学
ん
だ
技
術
が
、ま
さ
に
そ
こ
に
活
か
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
彫
刻
か
ら
出
発
し
、
室
内
装
飾
の

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
で
、
彫
刻
か
ら
出
発
し
、
室
内
装
飾
の

現
場
で
経
験
を
積
み
、
さ
ら
に
は
金
工
作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た

現
場
で
経
験
を
積
み
、
さ
ら
に
は
金
工
作
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た

デ
ュ
ナ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
漆
と
出
会
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

デ
ュ
ナ
ン
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
漆
と
出
会
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

朝
倉
　
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
デ
ュ
ナ
ン
が

　
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
デ
ュ
ナ
ン
が
1
9
2
3

1
9
2
3
年
に
受
け
た
イ

年
に
受
け
た
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
あ
る
時
、
デ
ュ
ナ
ン
の
工
房

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
あ
る
時
、
デ
ュ
ナ
ン
の
工
房

に
日
本
製
の
銅
製
の
壺
の
修
理
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

に
日
本
製
の
銅
製
の
壺
の
修
理
依
頼
が
舞
い
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

壺
を
見
た
デ
ュ
ナ
ン
は
、
表
面
に
塗
ら
れ
た
透
明
な
漆
が
、
深
み
と
独

壺
を
見
た
デ
ュ
ナ
ン
は
、
表
面
に
塗
ら
れ
た
透
明
な
漆
が
、
深
み
と
独

特
の
輝
き
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
彼
と
漆

特
の
輝
き
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
彼
と
漆

と
の
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。

と
の
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。

K
C
I
　
漆
の
文
化
は
ア
ジ
ア
発
祥
で
、

　
漆
の
文
化
は
ア
ジ
ア
発
祥
で
、
1616
世
紀
以
降
に
西
洋
に
も
た

世
紀
以
降
に
西
洋
に
も
た

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
完
成
品
を
輸
入
す
る
ば
か
り
で
生
産
に
は
い
た
っ

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
完
成
品
を
輸
入
す
る
ば
か
り
で
生
産
に
は
い
た
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ュ
ナ
ン
は
そ
の
技
法
を
日
本
人
の
漆
芸
家
か

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ュ
ナ
ン
は
そ
の
技
法
を
日
本
人
の
漆
芸
家
か

ら
直
接
、
学
ん
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

ら
直
接
、
学
ん
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

朝
倉
　
は
い
。

　
は
い
。
菅菅す

が
わ
ら
せ
い
ぞ
う

原
精
造

原
精
造
と
い
う
人
物
で
す
。
東
京
美
術
学
校
の
漆
工

と
い
う
人
物
で
す
。
東
京
美
術
学
校
の
漆
工

科
で
学
ん
で
い
た
菅
原
は
、
同
校
で
師
事
し
て
い
た

科
で
学
ん
で
い
た
菅
原
は
、
同
校
で
師
事
し
て
い
た
辻辻つ

じ
む
ら
し
ょ
う
か

村
松
華

村
松
華
（
延
太

（
延
太

郎
）
郎
）
が
、パ
リ
の
宝
飾
工
房
「
ガ
イ
ヤ
ー
ル
」
か
ら
招
聘
さ
れ
た
の
を
機

が
、パ
リ
の
宝
飾
工
房
「
ガ
イ
ヤ
ー
ル
」
か
ら
招
聘
さ
れ
た
の
を
機

に
、
に
、1
9
0
5

1
9
0
5
年
に
随
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
ま
し
た
。そ
の
後
、日

年
に
随
行
し
て
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
ま
し
た
。そ
の
後
、日

本
に
戻
る
こ
と
な
く
パ
リ
に
と
ど
ま
っ
た
菅
原
は
、
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー

本
に
戻
る
こ
と
な
く
パ
リ
に
と
ど
ま
っ
た
菅
原
は
、
家
具
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ
に
も
漆
の
技
を
伝
授
し
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
期

の
ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ
に
も
漆
の
技
を
伝
授
し
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
期

に
漆
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
一
世
を
風
靡
し
た
彼
女
の
漆
制
作
に
協
力
を
し

に
漆
の
イ
ン
テ
リ
ア
で
一
世
を
風
靡
し
た
彼
女
の
漆
制
作
に
協
力
を
し

ま
し
た
。
長
ら
く
そ
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
研

ま
し
た
。
長
ら
く
そ
の
存
在
は
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の
研

究
に
よ
り
、
彼
が

究
に
よ
り
、
彼
が
1
9
2
0

1
9
2
0
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
に
与

年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
に
与

え
た
影
響
の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

え
た
影
響
の
大
き
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

K
C
I
　
そ
の
菅
原
か
ら
デ
ュ
ナ
ン
は
ど
の
よ
う
に
漆
の
技
法
を
学
ん

　
そ
の
菅
原
か
ら
デ
ュ
ナ
ン
は
ど
の
よ
う
に
漆
の
技
法
を
学
ん

だ
の
か
記
録
は
残
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

だ
の
か
記
録
は
残
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

朝
倉
　
は
い
。

　
は
い
。
1
9
1
2

1
9
1
2
年年
55
月月
1616
日
に
最
初
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、

日
に
最
初
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、

77
月
ま
で
の
間
に
全

月
ま
で
の
間
に
全
1313
回
の
指
導
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
デ
ュ
ナ
ン
は

回
の
指
導
を
受
け
た
よ
う
で
す
。
デ
ュ
ナ
ン
は

非
常
に
熱
心
に
学
ん
で
お
り
、
小
さ
な
ノ
ー
ト
に
教
わ
っ
た
内
容
を

非
常
に
熱
心
に
学
ん
で
お
り
、
小
さ
な
ノ
ー
ト
に
教
わ
っ
た
内
容
を

び
っ
し
り
と
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

び
っ
し
り
と
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

K
C
I
　
そ
う
し
て
、
彼
は
漆
芸
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
わ
け

　
そ
う
し
て
、
彼
は
漆
芸
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
わ
け

で
す
ね
。

で
す
ね
。

デ
ュ
ナ
ン
の
漆
芸
と
そ
の
時
代
の
美
学

デ
ュ
ナ
ン
の
漆
芸
と
そ
の
時
代
の
美
学

K
C
I
　
さ
て
、
デ
ュ
ナ
ン
が
注
目
を
浴
び
始
め
た
の
は

　
さ
て
、
デ
ュ
ナ
ン
が
注
目
を
浴
び
始
め
た
の
は
1
9
2
0 

1
9
2
0 
年年

代
の
パ
リ
で
す
。
こ
の
頃
、
後
に
「
ア
ー
ル
・
デ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
装
飾

代
の
パ
リ
で
す
。
こ
の
頃
、
後
に
「
ア
ー
ル
・
デ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
装
飾

様
式
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
、デ
ュ
ナ
ン
の
コ
ン

様
式
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。先
ほ
ど
ご
紹
介
し
た
、デ
ュ
ナ
ン
の
コ
ン

パ
ク
ト
ケ
ー
ス
類
に
も
、
こ
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
影
響
は
見
て
取
れ
る

パ
ク
ト
ケ
ー
ス
類
に
も
、
こ
の
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
影
響
は
見
て
取
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

の
で
し
ょ
う
か
？

朝
倉
　
は
い
。
ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
た
直
線
的
で

　
は
い
。
ま
ず
特
徴
的
な
の
は
、
無
駄
を
そ
ぎ
落
と
し
た
直
線
的
で

幾
何
学
的
な
フ
ォ
ル
ム
で
す
。
ま
た
、
黒
・
赤
・
金
と
い
っ
た
、
明
確
な
色

幾
何
学
的
な
フ
ォ
ル
ム
で
す
。
ま
た
、
黒
・
赤
・
金
と
い
っ
た
、
明
確
な
色

赤と金色の絹リボンをストライプ状にアップリケし赤と金色の絹リボンをストライプ状にアップリケし
たベルトが印象的なドレス。日本の装いに関心をたベルトが印象的なドレス。日本の装いに関心を
寄せたランバンは、着物の帯にも見えるこうした日寄せたランバンは、着物の帯にも見えるこうした日
本的な要素を度々デザインに取り入れた。本的な要素を度々デザインに取り入れた。

1928年夏1928年夏
京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影京都服飾文化研究財団所蔵　広川泰士撮影

イヴニング・ドレスイヴニング・ドレス

KC I 収蔵品

ジャンヌ・ランバンジャンヌ・ランバン
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合
い
の
組
み
合
わ
せ
に
も
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
ら
し
い
美
学
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

合
い
の
組
み
合
わ
せ
に
も
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
ら
し
い
美
学
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

K
C
I
　　
K
C
I

K
C
I
が
所
蔵
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
ン
バ
ン
に
よ
る

が
所
蔵
し
て
い
る
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ラ
ン
バ
ン
に
よ
る

1
9
2
8

1
9
2
8
年
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ド
レ
ス

年
の
イ
ヴ
ニ
ン
グ
・
ド
レ
ス
（（
1717
頁
）
頁
）
に
も
、
同
様
の
特
徴
が

に
も
、
同
様
の
特
徴
が

見
ら
れ
ま
す
。
黒
い
絹
タ
フ
タ
製
で
、
ベ
ル
ト
に
は
赤
と
金
の
絹
リ
ボ

見
ら
れ
ま
す
。
黒
い
絹
タ
フ
タ
製
で
、
ベ
ル
ト
に
は
赤
と
金
の
絹
リ
ボ

ン
を
ス
ト
ラ
イ
プ
状
に
縫
い
留
め
て
お
り
、
デ
ュ
ナ
ン
の
作
品
と
通
じ

ン
を
ス
ト
ラ
イ
プ
状
に
縫
い
留
め
て
お
り
、
デ
ュ
ナ
ン
の
作
品
と
通
じ

る
美
意
識
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

る
美
意
識
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

朝
倉
　
デ
ュ
ナ
ン
の
作
品
や
ラ
ン
バ
ン
の
ド
レ
ス
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

　
デ
ュ
ナ
ン
の
作
品
や
ラ
ン
バ
ン
の
ド
レ
ス
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
装
飾
に
し
ば
し
ば
特
徴
的
な
の
が
、
き
ら
め
き
や

に
、
ア
ー
ル
・
デ
コ
の
装
飾
に
し
ば
し
ば
特
徴
的
な
の
が
、
き
ら
め
き
や

艶
感
の
あ
る
質
感
で
す
。

艶
感
の
あ
る
質
感
で
す
。

K
C
I
　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
つ
や
や
か
に
光
る
漆
は
ま
さ
に
理
想

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
つ
や
や
か
に
光
る
漆
は
ま
さ
に
理
想

的
な
素
材
で
す
ね
。

的
な
素
材
で
す
ね
。

朝
倉
　
そ
う
で
す
ね
。
加
え
て
、

　
そ
う
で
す
ね
。
加
え
て
、
1
9
2
0

1
9
2
0
年
代
は
サ
メ
皮
や
象
牙
と

年
代
は
サ
メ
皮
や
象
牙
と

い
っ
た
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
素
材
が
流
行
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

い
っ
た
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
素
材
が
流
行
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
東
洋
の
素
材
で
あ
る
漆
も
ま
た
、
モ
ダ
ン
で
フ
ァ
ッ

そ
う
し
た
中
で
、
東
洋
の
素
材
で
あ
る
漆
も
ま
た
、
モ
ダ
ン
で
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の

シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

デ
ュ
ナ
ン
に
よ
る
肖
像
画
制
作
と
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー

デ
ュ
ナ
ン
に
よ
る
肖
像
画
制
作
と
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー

K
C
I
　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
ご
紹
介
し
た
い

　
そ
し
て
、
も
う
一
つ
ご
紹
介
し
た
い
K
C
I

K
C
I
の
収
蔵
品
が
、

の
収
蔵
品
が
、

ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
に
よ
る
《
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ヴ
ィ
オ
ネ
の
肖
像
画
の

ジ
ャ
ン
・
デ
ュ
ナ
ン
に
よ
る
《
マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ヴ
ィ
オ
ネ
の
肖
像
画
の

た
め
の
習
作
》

た
め
の
習
作
》（（
1
9
3
2

1
9
3
2
年
、
上
図
）

年
、
上
図
）
で
す
。

で
す
。
1
9
2
9

1
9
2
9
年
、
パ
リ

年
、
パ
リ
1616
区区

の
高
級
住
宅
街
に
新
居
を
構
え
た
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
・

の
高
級
住
宅
街
に
新
居
を
構
え
た
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
・

ヴ
ィ
オ
ネ
は
、
そ
の
室
内
装
飾
を
デ
ュ
ナ
ン
に
依
頼
し
ま
し
た
。
本
作

ヴ
ィ
オ
ネ
は
、
そ
の
室
内
装
飾
を
デ
ュ
ナ
ン
に
依
頼
し
ま
し
た
。
本
作

は
、
そ
の
客
間
に
掛
け
る
た
め
の
肖
像
画
の
習
作
に
あ
た
り
ま
す
。

は
、
そ
の
客
間
に
掛
け
る
た
め
の
肖
像
画
の
習
作
に
あ
た
り
ま
す
。

デ
ッ
サ
ン
画
を
接
写
し
た
紙
焼
き
写
真
の
う
え
に
漆
で
直
接
彩
色
を
施

デ
ッ
サ
ン
画
を
接
写
し
た
紙
焼
き
写
真
の
う
え
に
漆
で
直
接
彩
色
を
施

し
て
お
り
、
デ
ュ
ナ
ン
が
肖
像
画
制
作
に
取
り
組
む
過
程
を
知
る
う
え

し
て
お
り
、
デ
ュ
ナ
ン
が
肖
像
画
制
作
に
取
り
組
む
過
程
を
知
る
う
え

で
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
で
す
。
彼
は
漆
を
用
い
た
肖
像
画
を
数
多

で
、
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
で
す
。
彼
は
漆
を
用
い
た
肖
像
画
を
数
多

く
手
が
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
の
よ
う
に
直
接
写
真
に
漆
を
試
し

く
手
が
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
の
よ
う
に
直
接
写
真
に
漆
を
試
し

た
例
は
珍
し
い
と
言
え
ま
す
。

た
例
は
珍
し
い
と
言
え
ま
す
。

朝
倉
　
デ
ュ
ナ
ン
の
肖
像
画
は
非
常
に
特
徴
的
で
す
よ
ね
。
漆
の
質
感

　
デ
ュ
ナ
ン
の
肖
像
画
は
非
常
に
特
徴
的
で
す
よ
ね
。
漆
の
質
感

に
加
え
、「
卵
殻
技
法
」
と
呼
ば
れ
る
装
飾

に
加
え
、「
卵
殻
技
法
」
と
呼
ば
れ
る
装
飾
（
卵
の
殻
を
細
か
く
砕
い
て
貼

（
卵
の
殻
を
細
か
く
砕
い
て
貼

り
つ
け
る
手
法
）

り
つ
け
る
手
法
）
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

が
大
き
な
魅
力
で
す
。

K
C
I
　
今
回
ご
紹
介
し
た
習
作
で
も
、
完
成
版
で
は
髪
の
部
分
に
卵

　
今
回
ご
紹
介
し
た
習
作
で
も
、
完
成
版
で
は
髪
の
部
分
に
卵

殻
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

殻
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

朝
倉
　
ま
た
、
デ
ュ
ナ
ン
は
ヴ
ィ
オ
ネ
以
外
に
も
、
ラ
ン
バ
ン
や
エ
ル

　
ま
た
、
デ
ュ
ナ
ン
は
ヴ
ィ
オ
ネ
以
外
に
も
、
ラ
ン
バ
ン
や
エ
ル

ザ
・
ス
キ
ャ
パ
レ
リ
、
ル
イ
ー
ズ
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
と
い
っ
た
服
飾
デ

ザ
・
ス
キ
ャ
パ
レ
リ
、
ル
イ
ー
ズ
・
ブ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
と
い
っ
た
服
飾
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
そ
し
て
後
ほ
ど
お
話
し
す
る
帽
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
マ
ダ

ザ
イ
ナ
ー
、
そ
し
て
後
ほ
ど
お
話
し
す
る
帽
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
マ
ダ

ム
・
ア
ニ
エ
ス
か
ら
肖
像
画
の
注
文
を
受
け
て
い
ま
す
。

ム
・
ア
ニ
エ
ス
か
ら
肖
像
画
の
注
文
を
受
け
て
い
ま
す
。

K
C
I
　
デ
ュ
ナ
ン
と
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
と
の
接
点
は
、
ま
さ
に
こ

　
デ
ュ
ナ
ン
と
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
と
の
接
点
は
、
ま
さ
に
こ

う
し
た
依
頼
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
次
号

う
し
た
依
頼
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
次
号（（
2
0
2
6

2
0
2
6
年年

22
月
発
行
予
定

月
発
行
予
定
）
で
は
デ
ュ
ナ
ン
と
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
協
業
や
デ
ュ

）
で
は
デ
ュ
ナ
ン
と
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
の
協
業
や
デ
ュ

ナ
ン
が
関
わ
っ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伺
い

ナ
ン
が
関
わ
っ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伺
い

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

朝
倉
　
次
回
も
収
蔵
品
が
見
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
次
回
も
収
蔵
品
が
見
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

聞
き
手
・
筒
井
直
子

聞
き
手
・
筒
井
直
子

デッサンを撮影した紙焼き写真のうえに漆で着色した、デッサンを撮影した紙焼き写真のうえに漆で着色した、
肖像画のための習作。縦23cm×横15.4cm。肖像画のための習作。縦23cm×横15.4cm。

1932年1932年
京都服飾文化研究財団所蔵　来田猛撮影京都服飾文化研究財団所蔵　来田猛撮影

ジャン・デュナンジャン・デュナン
KC I 収蔵品

マドレーヌ・ヴィオネのマドレーヌ・ヴィオネの
肖像画のための習作肖像画のための習作

◀油彩画のように、漆に厚みをも◀油彩画のように、漆に厚みをも
たせたり色調を変えるなどして、たせたり色調を変えるなどして、
絵画的表現が試みられている。絵画的表現が試みられている。
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1775年1775年  京都服飾文化研究財団所蔵  京都服飾文化研究財団所蔵
ローブ・ア・ラ・フランセーズローブ・ア・ラ・フランセーズ

衣装のマネキン着装の
実例をご紹介します

step 07

step 01

step 06

step 03

K
C
I

K
C
I
収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

収
蔵
品
の
補
修
、
保
存
を
行
う
「
補
修
室
」
よ
り

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。

日
々
の
奮
闘
を
綴
り
ま
す
。

第 2 7 回

今回は、補修室が担う仕事のひとつ、衣装のマネキン着装について

ご紹介します。2024年秋より京都、熊本、東京を巡回した展覧会

「LOVE ファッション−−私を着がえるとき」に出展した18世紀の宮廷

用ドレス「ローブ・ア・ラ・フランセーズ」（1775年）の事例です。

衣装をマネキンに着装して展示する際は、その当時の流行のシルエット

や雰囲気を再現することが重要ですが、同時に衣装の劣化や、劣化

箇所へのさらなる負荷が問題となります。展示と保存、それぞれの目

的の間には常にジレンマをはらんでいるのです。そのなかで衣装へ

の負荷が少なく美しく見える着装方法を日々試行錯誤しています。

（寺川 茜）

最後にカツラをつけて、完成！

18世紀の女性の体型
を模したマネキンを準
備します。

肩部分の生地に劣化がみられるため、慎
重にマネキンの腕を通してローブを着せ
ていきます。ペチコートとローブの長さの
バランスや横張りの具合などを確認します。
生地に負荷がかかっていないか、引っ張
られていないかなどに気を付けます。

ストマッカー（胸当て）をピ
ンで留めつけ、アンガジャ
ント（袖口レース）、ネッ
クレス、ブローチ、ブ
レスレットをつけます。

さらにチュールやクッションを重ね
つけて、適切なボリュームに調整
します。土台をしっかりつくること
が美的にも保存的にも重要です。

今 回 ご 紹 介 す る 収 蔵 品

T o d a y ' s  I t e m

step 02
補修室が制作したパニ
エは、この時代に特徴
的な横張りシルエットを
再現するのに役立ちます。

step 04
土台が完成したらペ
チコートを着せます。
左右のバランスが悪く
ないかを確認します。

step 05
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©京都服飾文化研究財団、©京都服飾文化研究財団、
福永一夫撮影福永一夫撮影

山中慎太郎山中慎太郎（Qsyum!）（Qsyum!）撮影撮影

ⓒKCIⓒKCI

高橋健治撮影高橋健治撮影

京都会場ポスター京都会場ポスター 熊本会場ポスター熊本会場ポスター 東京会場ポスター東京会場ポスター

京都服飾文化研究財団は、京都国立近代美術館、熊本市現代美術

館、東京オペラシティ アートギャラリーの三館と共に、展覧会「LOVE 

ファッション─私を着がえるとき」を開催いたしました。2024年9月に

開幕した本展は、三会場を巡回するなかで延べ8万1千人の来場者を

迎え、2025年6月、最終会場である東京での会期をもって閉幕いた

しました。本展では、ファッションとアートの両側面から「装う私」を

見つめることをテーマに掲げ、国内外のデザイナーやアーティストによ

る衣装作品や美術作品などを紹介しました。ファッションがいかに「私

自身」をかたちづくり、ときに揺さぶるのかを問いかける展示構成は、

多くの関心と反響を呼ぶこととなりました。各会場では、来場者が自

身の経験と重ね合わせながら作品と向き合う姿が印象的でした。本

展の実現にあたり、多大なるご尽力を賜りました関係者の皆様に、心

より厚く御礼申し上げます。

前回の『ドレス・コード』展に続いて、同じ
メンバーで今回の企画をかたちにできたこと
をとても嬉しく思います。結果的にコロナ禍
をはさむ長期プロジェクトになり、まるで長
編映画を二本撮り終えたかのような達成感と
充実感があります。楽しかったです！

1970年代からKCI がつくりあげてきたファッショ
ン展の歴史に参加できて光栄でした。服を見せる
だけではなく、服を着る現代の私たちに焦点を当
てた企画展。ファッションを通じて多くのことを話
し合う機会は、とても刺激的で楽しい時間でした。
これからの KCI の展覧会にも期待しています！

前回はコロナ禍の緊急事態宣言により、展示
作業の中断、会期の順延、来場制限を余儀
なくされました。今回は企画から展示まで走
り抜けられたこと、とても嬉しく思います！ 
同じメンバーで企画するという貴重な機会を
得られて、思い出深い展覧会となりました。
ありがとうございました。

牧口千夏
( 京都国立近代美術館  主任研究員 )

池澤茉莉
( 元熊本市現代美術館  主任学芸員 )

福島 直
( 東京オペラシティ アートギャラリー キュレーター)

展覧会の閉幕にあたり、本展をともに企画した三館の担当キュレーターより、
長い旅を振り返るあたたかなメッセージをお寄せいただきました！

ぜひあわせてご覧ください。

Message

が
閉
幕
し
ま
し
た

が
閉
幕
し
ま
し
た

「LOVE ファッション「LOVE ファッション−−私を着がえるとき私を着がえるとき」展」展

2024年9月13日（金）～11月24日（日）

2024年12月21日（土）～ 2025年3月2日（日）

2025年4月16日（水）～ 6月22日（日）

京都国立近代美術館

熊本市現代美術館

東京オペラシティ アートギャラリー

京都会場

東京会場

KYOTO

K
U

M
A

M
O

T
O

TOKYO

熊
本
会
場
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KCIの出版活動から

研究誌『Fashion Talks . . .』のご紹介

服 をめぐる服 をめぐる

KCIでは、研究誌『Fashion Talks...』を年に一度
刊行しています。多様な分野の研究者による寄稿や、
国内外の展覧会レビューを通して、研究対象として
のファッションの深化と広がりを目指す誌面づくりに
取り組んでいます。KCIの収集や展覧会活動とも連
動しながら、ファッションにかかわる問いを読者とと
もに考え、その背後にひそむ社会や時代に目を向け
ます。次号 vol.17「キュレーション」は今冬刊行予
定です。こちらも併せてぜひご覧ください。

 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第27号 「服をめぐる」衣服の研究現場より  第27号
20252025年年88月月3131日発行日発行
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2025年はパリで開催された装飾芸術の博覧会、通
称「アール・デコ博覧会」から100年目の記念年です。
KCI は、これまで収集してきたアール・デコ期の服
飾作品から約200点を厳選し、本展覧会で一挙公
開します。また、国内外の美術館・博物館や個人所
蔵の絵画、版画、工芸品などを加え合計約310点に
より、現代にも影響を与え続ける100年前の「モード」
を紐解きます。ぜひ会場へお越しください！ http://mimt.jp/ex/artdeco2025/

本誌バックナンバーはこちら
https://www.kci.or.jp/publication/public-relations-magazine/ https://www.kci.or.jp/publication/research-journal/

研究誌『Fashion Talks...』の
詳細はこちら

お知らせ

主 催

会 場

会 期

「アール・デコとモード 
京都服飾文化研究財団(KCI)
コレクションを中心に」開催！

展覧会
100年前のモードを一挙公開！

展覧会 WEB サイトは
こちら！

2025年10月11日（土）〜 2026年1月25日（日）

三菱一号館美術館（東京・丸の内）

三菱一号館美術館、公益財団法人 京都服飾文化研究財団


